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進学実績向上

基礎・基本の定着と
上位層への意識喚起で
全生徒の力を伸ばす

◎勤労青年たちが教師を招いて開校
した夜間中学講習会が前身。校訓は
「好学・自治・協力・質実・奉仕」。
２００４年に現在地に移転、０７年に中
学校を併設した。１５年度、新潟県魅
力ある私立高等学校づくり支援事業
「国際人材の育成」の指定を受ける。

国公立大は、北海道大、東北大、筑
波大、東京大、東京工業大、新潟大、
名古屋大、京都大、新潟県立大などに
165人が合格。私立大は、慶應義塾大、
東京理科大、明治大、早稲田大、同
志社大、立命館大、関西学院大などに
延べ 650人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

1921（大正10）年

全日制／普通科／共学

１学年約420人

住所
　

電話

Web Site

〒950-0116
新潟県新潟市江南区北山1037

025-257-2131

14
指導変革の

成果実践背景

◎自由な校風を重ん
じて、学習面も生徒
の自主性に任せてい
た。その結果、成績
上位層の生徒を伸ば
し切れなかった

変革のステップ

◎宿題と連動した朝
テスト、家庭学習時間
調査で、家庭学習習
慣と基礎の定着を図
る。グローバル教育な
どにより、進路意識を
喚起

◎東京大・京都大を
始めとする難関国公
立大の志望者・合格
者が増加。生徒が更
に上の目標を目指す
ように

http://www.niigata-meikun.ed.jp/

新潟県・私立

新潟明訓中学・高校

　

新
潟
市
内
に
あ
る
私
立
新
潟
明
訓
中
学
・
高
校
は
、

こ
こ
十
数
年
で
急
速
に
進
学
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
に
現
在
地
に
移
転
後
、
国
公
立
大
合
格
者

は
そ
れ
ま
で
の
70
人
前
後
か
ら
１
６
０
人
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
、
医
学
部
医
学
科
合
格
者
も
輩
出
。
中
高
一

貫
ク
ラ
ス
１
期
生
卒
業
時
の
13
年
に
は
、東
京
大
３
人
、

京
都
大
１
人
の
現
役
合
格
者
が
出
た
。
そ
の
背
景
に
は

「
生
徒
の
力
を
伸
ば
し
切
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
教
師
の
思
い
に
端
を
発
し
た
学
校
改
革
が
あ
っ

た
。
進
路
指
導
部
長
の
坂
田
義
史
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
徒
の
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
進
学
を
希
望
し
、
う

ち
８
〜
９
割
が
国
公
立
大
志
望
者
で
す
。
し
か
し
、

改
革
以
前
の
国
公
立
大
合
格
者
数
は
、
１
学
年
の
２

割
程
で
し
た
。
当
時
の
本
校
は
自
由
な
校
風
が
特
徴

で
、
生
徒
の
学
校
へ
の
満
足
度
が
高
い
半
面
、
学
習

面
に
つ
い
て
は
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ
過
ぎ
る
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
し

切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」

　

移
転
前
は
伝
統
あ
る
私
立
高
校
と
し
て
、
県
内
で
も

成
績
上
位
層
の
生
徒
が
入
学
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

郊
外
に
移
転
後
は
、
市
の
中
心
部
へ
通
学
を
希
望
す
る

層
が
受
験
を
回
避
す
る
よ
う
に
な
り
、
08
年
に
公
立
高

校
が
全
県
一
区
と
な
っ
て
か
ら
は
、
更
に
入
学
者
の
学

力
層
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
生
徒
の
気
質
も
変
わ
っ
た

と
、進
路
指
導
副
部
長
の
寺
澤
琢た

く

磨ま

先
生
は
指
摘
す
る
。

生
徒
の
学
力
・
気
質
の
変
化
に
応
じ

指
導
の
転
換
を
決
意
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「
以
前
の
生
徒
に
は
、
難
問
に
も
自
ら
食
ら
い
付

く
力
強
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
08
年
以
降
は
、
素
直

で
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
一
方
、
受
け
身
の
姿
勢
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
上
を
目
指
そ
う
と
す

る
欲
が
な
く
、自
ら
学
習
し
よ
う
と
し
な
い
た
め
か
、

基
礎
・
基
本
が
な
か
な
か
身
に
付
か
ず
、
難
問
を
解

く
楽
し
さ
も
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
」

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
潜
在
能
力
の
あ
る
生

徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
上
を
目
指
す
気
概
を
持
た

せ
ら
れ
る
よ
う
、
教
師
が
手
を
掛
け
る
指
導
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
た
。

　

最
も
大
き
な
課
題
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
不
足
だ
っ

た
。
当
時
、
生
徒
の
１
日
の
平
均
家
庭
学
習
時
間
は
、

１
年
生
で
１
時
間
弱
、
３
年
生
で
も
１
・
５
時
間
程
度

で
あ
り
、
学
習
量
の
不
足
が
入
試
結
果
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

そ
こ
で
実
施
し
た
の
が
、
１
・
２
年
生
対
象
の
朝
テ

ス
ト
だ
。
こ
れ
は
、
毎
朝
Ｓ
Ｈ
Ｒ
前
の
15
分
間
に
行
う

小
テ
ス
ト
で
、
国
数
英
は
週
に
１
回
ず
つ
、
世
界
史
・

日
本
史
・
地
理
・
物
理
・
化
学
・
生
物
は
曜
日
に
よ
っ

て
選
択
さ
せ
る
と
い
う
形
式
だ
。
問
題
は
、
前
週
の
授

業
で
学
ん
だ
内
容
を
中
心
に
出
題
。
宿
題
に
き
ち
ん
と

取
り
組
め
ば
得
点
で
き
る
テ
ス
ト
内
容
に
し
て
、
生
徒

に
家
庭
学
習
を
促
す
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。
得
点
は
各

教
科
の
成
績
評
定
に
加
味
し
、
得
点
が
７
割
未
満
だ
っ

た
場
合
は
、
放
課
後
の
講
習
や
課
題
の
再
提
出
な
ど
を

義
務
付
け
た
。
そ
う
し
た
仕
組
み
を
構
築
し
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

更
に
、
寺
澤
先
生
は
担
当
教
科
の
数
学
で
、
課
題
を

提
出
し
て
い
な
い
生
徒
、
朝
テ
ス
ト
で
得
点
が
７
割
未

満
だ
っ
た
生
徒
を
対
象
に
、
週
１
回
、
放
課
後
に
質
問

会
を
開
い
て
い
る
。

　
「
効
果
的
な
学
習
方
法
の
１
つ
は
、
教
師
に
質
問

し
、
出
来
る
だ
け
早
く
つ
ま
ず
き
を
解
決
す
る
こ
と

で
す
。
教
師
に
気
軽
に
質
問
で
き
る
場
を
設
け
、
日

頃
、
課
題
を
解
け
ず
に
困
っ
て
い
る
生
徒
に
こ
そ
、

前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
寺
澤
先
生
）

　

家
庭
学
習
時
間
調
査
も
始
め
た
。
毎
朝
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で

前
日
に
家
で
学
習
し
た
教
科
と
そ
の
学
習
時
間
を
書
か

せ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
月
ご
と
に
集
計
。
家

庭
学
習
時
間
と
成
績
の
相
関
を
分
析
し
、
担
任
が
面
談

な
ど
で
学
習
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
際
に
活
用
す
る
。

　
「
担
任
が
最
も
注
意
し
て
い
る
の
は
、
学
習
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
果
が
表
れ
て
い
な
い
生

徒
で
す
。
課
題
の
提
出
状
況
や
家
庭
学
習
時
間
な
ど

を
総
合
的
に
見
て
、
学
習
方
法
に
問
題
が
な
い
か
を

探
り
ま
す
。
つ
ま
ず
き
が
見
つ
か
れ
ば
、
該
当
教
科

の
担
当
教
師
に
相
談
に
行
く
よ
う
に
促
し
、
学
習
方

法
の
改
善
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
」（
坂
田
先
生
）

　

面
談
週
間
は
年
３
回
あ
る
が
、
大
半
の
担
任
は
必
要

に
応
じ
て
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
随
時
面
談
を
行
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
学
年
団
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
も

同
校
の
強
み
だ
。
生
徒
か
ら
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
見
る
と
、「
先
生
は
私
た
ち
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て
く
れ
る
」「
先
生
は
学
習
面
で
自
分
が
努
力
し

た
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
」
な
ど
の
項
目
が
い
ず
れ
も

90
％
以
上
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
教
師
が
積
極

的
に
生
徒
に
か
か
わ
っ
て
い
る
表
れ
だ
。
教
師
と
生
徒

と
の
距
離
の
近
さ
が
信
頼
関
係
を
生
み
、
生
徒
が
教
師

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

寺
澤
琢
磨　
て
ら
さ
わ
・
た
く
ま

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指
導

副
部
長
。「
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
ず
に
、
生
徒
の
笑
顔
と
頑

張
り
を
引
き
出
し
た
い
」

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

坂
田
義
史　
さ
か
た
・
よ
し
ふ
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
礼
儀
と
け
じ
め
を
し
っ
か
り
し
、
あ
り
が
と
う
・

ご
め
ん
な
さ
い
を
素
直
に
言
え
る
人
に
育
て
た
い
」

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校

柴
岡
友
洋　
し
ば
お
か
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。総
務
副
部
長
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
係
長
。「
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
よ

う
、
私
自
身
も
常
に
学
び
続
け
る
」

朝
テ
ス
ト
を
宿
題
と
連
動
さ
せ

家
庭
学
習
習
慣
と
基
礎
の
定
着
を
促
す

新
潟
明
訓
中
学
・
高
校
校
長

大
滝
祐
幸　
お
お
た
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
42
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
生
徒
は
学

ぶ
目
的
と
目
標
を
求
め
て
い
る
。
倫
理
性
の
高
い
目
的

と
目
標
を
手
に
し
た
生
徒
は
自
分
の
力
で
歩
き
始
め
る
」

家
庭
学
習
時
間
な
ど
の
客
観
デ
ー
タ
を

面
談
に
生
か
し
、
き
め
細
か
く
指
導
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新潟県・私立　新潟明訓中学・高校新潟指導変革の

の
言
葉
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
定
着
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
、
好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

　

国
公
立
大
合
格
者
が
毎
年
３
桁
を
超
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
次
の
課
題
に
挙
が
っ
た
の
は
難
関
国
公
立
大
へ

の
合
格
だ
。
当
時
、
旧
帝
大
へ
の
進
学
実
績
は
東
北
大

の
み
で
、
東
京
大
・
京
都
大
の
志
望
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
か
つ
て
は
、
東
京
大
や
京
都
大
の
合
格
実
績
が

な
か
っ
た
た
め
、
合
格
を
狙
え
る
力
が
あ
る
生
徒
で

も
、
東
京
大
や
京
都
大
を
現
実
的
な
目
標
と
し
て
据

え
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
い
目
標

や
志
を
育
み
、
更
に
上
を
目
指
す
意
欲
を
喚
起
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

　

成
績
上
位
層
の
生
徒
を
中
学
校
段
階
で
確
保
す
る
た

め
に
、
07
年
度
に
中
学
校
を
併
設
し
た
。
中
学
校
低
学

年
時
か
ら
難
関
大
を
目
標
に
す
る
意
義
を
伝
え
る
こ
と

で
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
雰
囲
気
を
校
内
に
醸
成
し
て

い
っ
た
。

　

難
関
大
を
目
指
す
生
徒
の
集
団
づ
く
り
も
進
め
た
。

寺
澤
先
生
が
担
当
し
た
学
年
で
は
、
高
校
２
年
生
か
ら

放
課
後
に
数
学
の
特
別
講
習
「
錬
成
会
」
を
実
施
し
、

授
業
で
は
な
か
な
か
扱
え
な
い
難
易
度
の
高
い
問
題

や
、
授
業
で
は
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
分
野
の
問
題
を

中
心
に
演
習
に
取
り
組
ま
せ
た
。
こ
れ
は
、
中
入
生
・

高
入
生
の
ク
ラ
ス
別
で
実
施
。各
40
人
程
が
参
加
し
た
。

　
「
朝
テ
ス
ト
や
課
題
で
生
徒
全
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
充
実
し
て
い
る
半
面
、
上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導

が
手
薄
だ
っ
た
の
が
当
時
の
課
題
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
が
先
決
で
す
が
、
そ
れ
が

出
来
て
い
る
生
徒
に
は
、
難
問
が
解
け
る
喜
び
や
問

題
を
解
く
楽
し
さ
を
経
験
さ
せ
、
意
欲
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
寺
澤
先
生
）

　

現
在
、
同
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

に
も
、
生
徒
が
志
を
持
っ
た
進
路
選
択
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
12
年
度
か
ら
同
校

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
改
革
を
主
導
し
て
い
る
大
滝
祐ひ

ろ

幸ゆ
き

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
の
方
針
は
、
大
学
進
学
後
も
力
を
発
揮
で

き
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
世
界
に
目
を
向
け

て
自
分
の
将
来
を
思
い
描
く
過
程
で
、
自
分
が
な
ぜ

学
ぶ
の
か
、
な
ぜ
大
学
に
行
く
の
か
を
考
え
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
内
発
的
な
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
こ

と
で
、
更
に
上
を
目
指
せ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的

に
進
学
実
績
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

高
校
１
年
生
の
春
休
み
に
は
、
ア
メ
リ
カ
研
修
を
実

施
。
11
日
間
、
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
語
学
研

修
や
大
学
訪
問
、
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
。
定

員
は
40
人
で
、
希
望
者
の
中
か
ら
成
績
、
英
語
力
、
志

望
動
機
な
ど
を
総
合
し
て
選
抜
す
る
。

　

研
修
で
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
留
学
生
対
象
の

英
語
学
校
で
行
う
語
学
研
修
だ
。
各
自
の
英
語
力
に
応

じ
た
ク
ラ
ス
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
、
中
東
な
ど
、

英
語
が
母
国
語
で
は
な
い
留
学
生
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
る
。下
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
は
日
常
会
話
か
ら
学
び
、

上
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ス
で
は
英
語
で
討
論
も
行
う
。

　

生
徒
が
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
の
は
、
諸

外
国
の
留
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ

だ
。
総
務
副
部
長
の
柴
岡
友
洋
先
生
は
こ
う
言
う
。

　
「
他
国
の
留
学
生
は
、
英
語
力
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
く
て
も
積
極
的
に
発
言
し
ま
す
。本
校
の
生
徒
は
、

筆
記
試
験
で
高
得
点
を
取
れ
て
も
、
彼
ら
の
積
極
性

に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
議
論
に
付
い
て

い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
最
終
日
に
近
付

く
に
つ
れ
、
会
話
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
果
敢
に
討

論
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
。
11
日
間
で
、
彼
ら
の
表
情
や
考
え
方
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
」

　

学
校
に
い
な
が
ら
海
外
研
修
と
同
様
の
経
験
が
出
来

る
よ
う
に
行
う
の
が
、「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
だ
。
７
月
下
旬
に
中
学
３
年
生
は
３
日
間
、
高

校
１
・
２
年
生
は
５
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
の
学
生
や
東
京
大
の
外
国
人
留
学
生
を
招
き
、

交
流
活
動
を
す
る
。
中
学
３
年
生
は
全
員
、
高
校
１
・

「
い
な
が
ら
留
学
」
で

な
ぜ
、学
ぶ
の
か
を
考
え
さ
せ
る

上
位
層
の
生
徒
へ
の
指
導
を
手
厚
く
し

難
関
大
を
目
指
す
生
徒
を
育
て
る

海
外
研
修
で

諸
外
国
の
留
学
生
と
英
語
で
討
論
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２
年
生
は
選
抜
制
で
定
員
は
１
３
０
人
。
15
年
度
は
外

国
人
留
学
生
26
人
が
同
校
を
訪
れ
、
同
校
の
生
徒
５
、

６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
外
国
人
留
学
生
が
１
人
ず
つ
入

り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
（
図
）。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
自
由
に

話
し
合
い
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
学
校
環
境
」

「
高
齢
化
社
会
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
課
題
や
解

決
策
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ポ
ス
タ
ー
や
寸
劇
な

ど
の
方
法
で
成
果
を
発
表
し
た
。
議
論
の
進
行
は
外
国

人
留
学
生
が
行
う
が
、
大
学
教
員
な
ど
３
人
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
が
議
論
を
整
理
し
、
進
行
を
助
け
る
。
生

徒
同
士
は
日
本
語
で
話
し
て
も
よ
い
が
、
外
国
人
留
学

生
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
全
て
英
語
で
話
す
。

　
「
外
国
人
留
学
生
は
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の

か
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
ど
う
生
か
し
て
い
き
た

い
の
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
留
学

生
の
前
向
き
な
姿
勢
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
が
将
来
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
力
の

不
足
を
痛
感
し
、
英
語
を
し
っ
か
り
学
ば
な
け
れ
ば

と
再
認
識
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
受
験
勉
強
や
大
学

の
先
を
見
据
え
、
真
の
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付
け
る
、

と
て
も
効
果
的
な
取
り
組
み
で
す
」（
柴
岡
先
生
）

　

15
年
度
入
試
で
は
高
入
生
が
初
め
て
東
京
大
に
合
格

し
た
。
そ
れ
も
「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
に
こ
だ
わ
り
続

け
た
結
果
だ
と
、
教
師
は
感
じ
て
い
る
。
15
年
度
の
3

年
生
は
、
１
学
期
時
点
で
10
人
以
上
が
東
京
大
志
望
を

表
明
し
た
。
そ
れ
も
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　
「『
東
京
大
に
行
き
た
い
』
と
い
う
言
葉
が
、
生
徒

の
口
か
ら
自
然
と
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
何
よ
り

の
変
化
で
す
。
こ
の
流
れ
を
大
切
に
し
、
今
後
は
毎

年
２
桁
の
東
京
大
合
格
者
を
出
し
続
け
る
と
共
に
、

あ
ら
ゆ
る
学
力
層
の
生
徒
の
志
望
実
現
を
後
押
し
す

る
こ
と
が
、
本
校
の
更
な
る
躍
進
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
我
々
教
師
が
し
っ
か
り
目
線
を
合
わ

せ
、
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」（
坂
田
先
生
）

＊学校資料を基に編集部で作成

2015年度「エンパワーメントプログラム」（高校生用）図

若手教師が語る、指導変革への　　　　

教育はチームプレイ
周りの先生との協力関係を築く

総務副部長　柴岡友洋

　大学卒業後、外食チェーンの正社員として４年間働
きました。店長として後輩社員やアルバイトに仕事を
教えていく中で、人を育てる楽しさや素晴らしさを知
り、人の成長を支える仕事を一生の仕事にしたいと考
えるようになりました。そして、社会人枠で大学に入
り直し、高校の公民科、中学校の社会科、小学校の教
員免許を取得して、念願の教師になりました。
　本校に赴任してからは、試行錯誤の連続です。最も
強く感じている課題は、志望校をなかなか決められな
い生徒が多いこと。生徒に直接話を聞かなければ分か
りませんから、始業前や昼休み、放課後などに面談を繰
り返し行っています。また、学習方法が分からないと
いう生徒も少なくありません。そのような生徒への指
導で私が心掛けているのは、生徒が各教科でどのよう
な指導を受けているのかを把握することです。先生方
がそれぞれの授業でどのような点を大事にしているの
か、国公立大の個別学力試験対策の補習を生徒はどの
ように受けているのかなど、他教科の先生方と密にコ
ミュニケーションを取って情報交換に努めています。
　４年間勤務して感じるのは、教育はチームプレイ
だということです。周りの先生方と協力関係を築き、
生徒がより成長できる環境を整えていくことが重要
だと感じています。今後、学年の枠を超えて、実践例
を共有したり、話し合う場をつくったりして、先輩方
から更に多くのことを学んでいきたいと思います。

の情熱

9:00-9:50 10:00-10:50 11:00-11:50 13:00-13:50 14:00-14:50

１
日
目

オープニングセ
レモニー

自己紹介 英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（１）

スモールグループ・ディス
カッション（１）テーマ：
Positive thinking

２
日
目
スモールグループ・ディスカッショ
ン（２）テーマ：My identity

英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（２）

プロジェクト（１）　学校環
境により優しくなろう

３
日
目
スモールグループ・ディスカッショ
ン（３）テーマ：Leadership

英語コミュニケーショ
ン力を高める活動（３）

プロジェクト（２）　高齢化
社会について考える

４
日
目

スモールグループ・ディ
スカッション（４）テーマ：
Globalization 

留学生のモデル・プレゼンテー
ション（夢とその実現のため
に努力していること）

プロジェクト（３）　世界で
起こっている問題の解決策
を考えて、具体的に行動を
起こしてみよう

５
日
目

スモールグループ・ディ
スカッション（５）テーマ： 
自分の将来の目標

プレゼンテーションの準備 プレゼンテーション、クロージ
ングセレモニー
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